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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、エンティティが、
　異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を他のエ
ンティティから受信することと、ここにおいて、前記仮想雑音指数を示す前記情報はファ
クタｘを備え、ｘが、各々の基地局の仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルとの間
の差、または各々の基地局の雑音指数デルタからのオフセットであり、前記雑音指数デル
タは、所与の基地局の基準送信電圧レベルと前記実際の送信電力レベルとに基づく、
　前記異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいて
サービング基地局を選択することと
を備える方法。
【請求項２】
　各基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報が、前記基地局の前記仮想雑音指数、雑音
指数デルタ、または仮想送信電力レベルを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記少なくとも１つの基地局の各々のアップ
リンク信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断することをさらに備え、前記サービング基地局を前
記選択することが、前記異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の前記アップ
リンクＳＮＲに基づいて前記サービング基地局を選択することを備える、
請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記複数の基地局の各々のダウンリンク受信信号強度を判断することをさらに備え、前
記サービング基地局を前記選択することが、前記複数の基地局の各々の前記ダウンリンク
受信信号強度にさらに基づいて前記サービング基地局を選択することを備える、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービング基地局を前記選択することが、最も高いダウンリンク受信信号強度と、
しきい値を上回るアップリンクＳＮＲとをもつ基地局を、前記サービング基地局として選
択することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記サービング基地局を前記選択することが、最も高いアップリンクＳＮＲと、しきい値
を上回るダウンリンク受信信号強度とをもつ基地局を、前記サービング基地局として選択
することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記サービング基地局の実際の雑音指数を示す情報を受信することと、
　前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）を判断することと、
　前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択することと、
　前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　情報を前記受信することおよびサービング基地局を前記選択することが、端末によって
実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　情報を前記受信することおよびサービング基地局を前記選択することが、前記少なくと
も１つの基地局のうちの１つによって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信するための手段と、
　前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択するた
めの手段と、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号
対雑音比（ＳＮＲ）を判断するための手段と、ここにおいて、前記サービング基地局を選
択するための前記手段が、前記複数の基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに基づいて
前記サービング基地局を選択するための手段を備える、
を備える装置。
【請求項１１】
　前記複数の基地局の各々のダウンリンク受信信号強度を判断するための手段をさらに備
え、前記サービング基地局を選択するための前記手段が、前記複数の基地局の各々の前記
ダウンリンク受信信号強度にさらに基づいて前記サービング基地局を選択するための手段
を備える、
請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記サービング基地局の実際の雑音指数を示す情報を受信するための手段と、
　前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）を判断するための手段と、
　前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択するための手
段と、
　前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信するための手段と
をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
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【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信し、
前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号対
雑音比（ＳＮＲ）を判断し、そして
前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数または前記ＳＮＲに基づいてサービング基地
局を選択するように、
構成された少なくとも１つのプロセッサ
を備える装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記複数の基地局の各々のダウンリンク受信信号
強度を判断し、前記複数の基地局の各々の前記ダウンリンク受信信号強度にさらに基づい
て前記サービング基地局を選択するように構成された、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記サービング基地局の実際の雑音指数を示す情
報を受信し、前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク信号対
雑音比（ＳＮＲ）を判断し、前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基づいて
レートを選択し、前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信するよう
に構成された、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することを少なくとも１つのコン
ピュータに行わせるためのコードと、ここにおいて、前記仮想雑音指数を示す前記情報は
ファクタｘを備え、ｘが、各々の基地局の仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルと
の間の差、または各々の基地局の雑音指数デルタからのオフセットであり、前記雑音指数
デルタは、所与の基地局の基準送信電圧レベルと前記実際の送信電力レベルとに基づく、
　　前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択する
ことを前記少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと
　を備えるコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局が、基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信することと、
　端末が、前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音
指数を判断することと、
　基地局が、端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信することであって、前記
端末が前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記基地局を選択する、受信することと
を備える方法。
【請求項１８】
　前記基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報が、前記基地局の前記仮想雑音指数、雑
音指数デルタ、または仮想送信電力レベルを備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記仮想雑音指数が、前記基地局の実際の雑音指数にさらに基づいて判断される、請求
項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記基地局の実際の雑音指数を示す情報を送信することであって、前記実際の雑音指数
が前記仮想雑音指数よりも低い、を送信することと、
　前記基地局の前記実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで前記端末によって送信
されたデータを受信することと
をさらに備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記基地局の送信電力レベルを示す情報を送信することをさらに備え、前記基地局が、
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前記送信電力レベルにさらに基づいて選択される、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信するための手段と、
　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指数を判
断する手段と、
　端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信するための手段であって、前記端末
が前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記基地局を選択する、受信するための手段
と
を備える装置。
【請求項２３】
　前記基地局の実際の雑音指数を示す情報を送信するための手段であって、前記実際の雑
音指数が前記仮想雑音指数よりも低い、を送信するための手段と、
　前記基地局の前記実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで前記端末によって送信
されたデータを受信するための手段と
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を他のエ
ンティティから受信する手段と、ここにおいて、前記仮想雑音指数を示す前記情報はファ
クタｘを備え、ｘが、各々の基地局の仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルとの間
の差、または各々の基地局の雑音指数デルタからのオフセットであり、前記雑音指数デル
タは、所与の基地局の基準送信電圧レベルと前記実際の送信電力レベルとに基づく、
　前記異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいて
サービング基地局を選択する手段と、
を備える装置。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を他のエ
ンティティから受信し、ここにおいて、前記仮想雑音指数を示す前記情報はファクタｘを
備え、ｘが、各々の基地局の仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルとの間の差、ま
たは各々の基地局の雑音指数デルタからのオフセットであり、前記雑音指数デルタは、所
与の基地局の基準送信電圧レベルと前記実際の送信電力レベルとに基づく、
　前記異なる送信電力レベルを有する複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいて
サービング基地局を選択するように構成された、
　少なくとも１つのプロセッサ
を備える装置。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することと、
　前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択するこ
とと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号
対雑音比（ＳＮＲ）を判断することと、ここにおいて、前記サービング基地局を選択する
ことが、前記複数の基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに基づいて前記サービング基
地局を選択することを備える、
を備える方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　少なくとも１つのプロセッサが、
　複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信し、
　前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択し、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号
対雑音比（ＳＮＲ）を判断するように構成され、
ここにおいて、前記プロセッサは、前記複数の基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに
基づいて前記サービング基地局を選択するようにさらに構成された、
装置。
【請求項２８】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
　複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することを少なくとも１つのコン
ピュータに行わせるためのコードと、
　前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択するこ
とを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号
対雑音比（ＳＮＲ）を判断することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコ
ードと、
　前記複数の基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに基づいて前記サービング基地局を
選択することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することと、
前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号対
雑音比（ＳＮＲ）を判断することと、そして
前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数または前記ＳＮＲに基づいてサービング基地
局を選択することと、
を備える方法。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信する手段と、
前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号対
雑音比（ＳＮＲ）を判断する手段と、そして
前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数または前記ＳＮＲに基づいてサービング基地
局を選択する手段と、
を備える装置。
【請求項３１】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
複数の基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することを少なくとも１つのコンピ
ュータに行わせるためのコードと、
前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記複数の基地局の各々のアップリンク信号対
雑音比（ＳＮＲ）を判断することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコー
ドと、そして
前記複数の基地局の各々の前記仮想雑音指数または前記ＳＮＲに基づいてサービング基地
局を選択することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信する手段と、
　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指数を判
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断する手段と、
　端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信する手段であって、前記端末が前記
基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記基地局を選択する、受信する手段と
を備える方法。
【請求項３３】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信することを少なくとも１つのコンピュータに行
わせるためのコードと、
　端末が、前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音
指数を判断することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
　端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信することを少なくとも１つのコンピ
ュータに行わせるためのコードであって、前記端末が前記基地局の前記仮想雑音指数に基
づいて前記基地局を選択する、受信することと
を備えるコンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、本発明の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に組み込まれる、２００８
年５月１５日に出願された「VIRTUAL NOISE FIGURE DEGRADATION IN HETEROGENEOUS NETW
ORKS」と題する米国仮出願第６１／０５３，６０８号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信ネットワークにおいてサ
ービング基地局を選択し、他の機能を実行するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、ボイス、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている。こ
れらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによ
って複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークとすることができる
。そのような多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワー
ク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネット
ワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかの端末の通信をサポートすることができるい
くつかの基地局を含む。端末は、任意の所与の瞬間において、０個あるいはそれより多く
の基地局のカバレージ内に存在することができる。複数の基地局が利用可能な場合は、ネ
ットワーク容量を向上させながら、端末に対する良好なパフォーマンスが達成できるよう
に、端末にサービスする適切な基地局を選択することが望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて様々な機能のために仮想雑音指数を使用するため
の技法について、本明細書で説明する。仮想雑音指数は、受信機における仮想雑音レベル
の表示であり、熱雑音レベルに対する仮想雑音レベルの比によって与えられる。仮想雑音
レベルは、受信機における実際の雑音レベルよりも高い可能性がある仮定的雑音レベルで
ある。仮想雑音指数は、様々な機能のために使用でき、特に、様々な送信電力レベルを有
する基地局をもつ異種ネットワークにおいて適用可能である。
【０００６】
　一態様では、端末のサービング基地局の選択のために仮想雑音指数を使用することがで
きる。端末は、少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信すること
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ができる。仮想雑音指数を示す情報は、基地局の仮想雑音指数を判断するために使用でき
る任意の情報とすることができる。そのような情報は、たとえば、基地局の仮想雑音指数
、実際の雑音指数、雑音指数デルタ、実際の送信電力レベル、仮想送信電力レベル、およ
び／または他のパラメータを備えることができる。各基地局の仮想雑音指数は、その基地
局の実際の送信電力レベルまたは仮想送信電力レベルと、基準送信電力レベルと、基地局
の実際の雑音指数とに基づいて判断できる。端末は、少なくとも１つの基地局の各々の仮
想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択することができる。１つの設計では、端末
は各基地局のダウンリンク受信信号強度を判断する。端末はまた、各基地局の仮想雑音指
数と他の情報とに基づいてその基地局のアップリンク信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断する
。次いで、端末は、各基地局のアップリンクＳＮＲとダウンリンク受信信号強度とに基づ
いてサービング基地局を選択する。端末はまた、基地局の実際の雑音指数に基づいてサー
ビング基地局のアップリンクＳＮＲを判断する。次いで、端末は、サービング基地局のア
ップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択し、選択されたレートでデータをサービング基
地局に送信する。
【０００７】
　別の態様では、干渉管理のために仮想雑音指数を使用することができる。基地局は、基
地局におけるローディング（loading）を示すパラメータを判断することができる。パラ
メータは、干渉オーバサーマル（ＩｏＴ）、ライズオーバサーマル（ＲｏＴ）などとする
ことができる。基地局は、基地局におけるローディングを示すパラメータと基地局の仮想
雑音指数とに基づいてローディングインジケータを判断することができる。１つの設計で
は、基地局は、仮想雑音指数に基づいてしきい値を判断し、パラメータをしきい値と比較
し、比較結果に基づいてローディングインジケータを設定する。基地局は、ローディング
インジケータを端末に送信し（たとえば、ブロードキャストし）、端末は、ローディング
インジケータに基づいて端末の送信電力レベルを調整する。
【０００８】
　さらに別の態様では、電力制御のために仮想雑音指数を使用することができる。基地局
は端末の受信信号品質を判断する。基地局は、端末の受信信号品質と基地局の仮想雑音指
数とに基づいて電力制御コマンドを生成する。基地局は電力制御コマンドを端末に送信し
、端末はそれに応じて端末の送信電力レベルを調整する。
【０００９】
　本開示の様々な態様および特徴について以下でさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ワイヤレス通信ネットワークを示す図。
【図２Ａ】２つの基地局からのダウンリンク送信を示す図。
【図２Ｂ】２つの基地局へのアップリンク送信を示す図。
【図３】サービング基地局を選択するためのプロセスを示す図。
【図４】サービング基地局を選択するための装置を示す図。
【図５】サービング基地局選択をサポートするためのプロセスを示す図。
【図６】サービング基地局選択をサポートするための装置を示す図。
【図７】干渉管理を実行するためのプロセスを示す図。
【図８】干渉管理を実行するための装置を示す図。
【図９】基地局によって電力制御を実行するためのプロセスを示す図。
【図１０】基地局によって電力制御を実行するための装置を示す図。
【図１１】端末によって電力制御を実行するためのプロセスを示す図。
【図１２】端末によって電力制御を実行するための装置を示す図。
【図１３】端末および基地局のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤ
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ＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに使用できる。用
語「ネットワーク」と「システム」とは、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡネット
ワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（
ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡは、Ｗ
ｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ
２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭ
Ａネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ（GSM（登録商標））などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ）、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標
）などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴ
Ｓ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およ
びＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し
、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを利用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新し
いリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびGSM
（登録商標）は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と呼ばれる組織からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００お
よびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる組織からの文書に記載されている。本明細書で説明
する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネ
ットワークおよび無線技術に使用できる。
【００１２】
　図１に、いくつかの基地局と他のネットワークエンティティとを含むワイヤレス通信ネ
ットワーク１００を示す。簡単のために、図１には、２つの基地局１２０および１２２と
１つのネットワークコントローラ１３０とのみを示してある。基地局は、端末と通信する
局とすることができ、アクセスポイント、ノードＢ、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）などとも呼
ばれる。基地局は特定の地理的エリアに通信カバレージを与えることができる。「セル」
という用語は、この用語が使用される状況に応じて、このカバレージエリアにサービスし
ている基地局および／または基地局サブシステムのカバレージエリアを指すことがある。
基地局は、１つまたは複数（たとえば、３つ）のセルにサービスすることができる。
【００１３】
　基地局は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、または何らかの他のタイプのセルに
通信カバレージを与えることができる。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たと
えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスに加入している端末の通信をサポート
することができる。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし、サービスに加入
しているすべての端末の通信をサポートすることができる。フェムトセルは、比較的小さ
い地理的エリア（たとえば、家庭）をカバーし、フェムトセルとの関連を有する端末（た
とえば、家庭の居住者に属する端末）の通信をサポートすることができる。マクロセルの
基地局はマクロ基地局と呼ばれることがある。ピコセルの基地局はピコ基地局と呼ばれる
ことがある。フェムトセルの基地局はフェムト基地局と呼ばれることがある。サービング
基地局は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上で端末にサービスするように指定
された基地局である。
【００１４】
　ネットワークコントローラ１３０は、基地局のセットに結合し、これらの基地局の調整
および制御を行うことができる。ネットワークコントローラ１３０は、基地局１２０およ
び１２２とバックホール（backhaul）を介して通信することができる。また、基地局１２
０と１２２とは、たとえば、直接またはワイヤレスバックホールまたはワイヤラインバッ
クホールを介して間接的に、互いに通信することができる。
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【００１５】
　端末１１０は、ワイヤレスネットワーク１００によってサポートされる多くの端末のう
ちの１つとすることができる。端末１１０は、固定でも移動でもよく、アクセス端末（Ａ
Ｔ）、移動局（ＭＳ）、ユーザ機器（ＵＥ）、加入者ユニット、局などと呼ばれることも
ある。端末１１０は、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイ
ヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電
話などとすることができる。端末１１０は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基
地局と通信することができる。ダウンリンク（または順方向リンク）とは、基地局から端
末への通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）とは、端末から基地局へ
の通信リンクを指す。
【００１６】
　ワイヤレスネットワーク１００では、ハンドオフまたは初期アクセス中に、ダウンリン
クおよびアップリンク受信信号強度（ＲＳＳ）測定値に基づいて、端末のサービング基地
局を選択することができる。受信信号強度は、受信電力、受信パイロット電力、パイロッ
ト強度などと呼ばれることもある。基地局１２０と基地局１２２とがダウンリンクに関し
て等しい送信電力を有する場合、および端末１１０が基地局１２０に関してより高い受信
信号強度を測定する場合は、端末１１０のサービング基地局として基地局１２０を選択す
ることができる。ダウンリンク経路損失がアップリンク経路損失に等しい場合、端末１１
０における基地局１２０のより高いダウンリンク受信信号強度は、基地局１２０における
端末１１０のより高いアップリンク受信信号強度を暗示することができる。この場合、ダ
ウンリンク受信信号強度に基づいてサービング基地局を選択することにより、良好なアッ
プリンクパフォーマンスも生じる。
【００１７】
　異種ネットワークは、異なる送信電力レベルをもつ基地局を含むことがある。たとえば
、マクロ基地局は＋４３ｄＢｍ（１ミリワットに対するデシベル）の送信電力レベルを有
するが、ホーム基地局は＋３０ｄＢｍの送信電力レベルを有する。端末は、２つの基地局
のカバレージに入ることがある。ある基地局のダウンリンク受信信号強度が他の基地局の
ダウンリンク受信信号強度に等しい境界は、ダウンリンクハンドオフ境界と呼ばれる。あ
る基地局のアップリンク受信信号強度が他の基地局のアップリンク受信信号強度に等しい
境界は、アップリンクハンドオフ境界と呼ばれる。２つの基地局が異なる送信電力レベル
を有する場合、ダウンリンクハンドオフ境界がアップリンクハンドオフ境界に一致するこ
とはない。したがって、端末は、ある基地局に関してより高いダウンリンク受信信号強度
を有するが、他の基地局においてより高いアップリンク受信信号強度を有することがある
。たとえば、端末は、＋４３ｄＢｍで送信しているマクロ基地局に関して－９０ｄＢｍを
測定し、＋３０ｄＢｍで送信しているホーム基地局に関して－９５ｄＢｍを測定する。マ
クロ基地局の経路損失は１３３デシベル（ｄＢ）とすることができ、ホーム基地局の経路
損失は１２５ｄＢとすることができる。端末のアップリンク受信信号強度は、ホーム基地
局ではマクロ基地局よりも８ｄＢ高いとすることができる。より良好なダウンリンクをも
つマクロ基地局を端末のサービング基地局として選択することができる。しかしながら、
端末は、非サービング基地局であるホーム基地局により近接していることがあり、ホーム
基地局に関してより良好なアップリンクを有することがある。
【００１８】
　２つの基地局の送信電力レベルの差は、次のように表すことができる。
【数１】

【００１９】
上式で、ＰＴＸ，ｈｉｇｈは高電力基地局の送信電力レベル（ｄＢｍ）、ＰＴＸ，ｌｏｗ
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は低電力基地局の送信電力レベル（ｄＢｍ）、ΔＴＸは２つの基地局のダウンリンク送信
電力差（ｄＢ）である。
【００２０】
　２つの基地局の／における等しい受信信号強度の境界は、ダウンリンク送信電力差ΔＴ

Ｘだけオフセットされ得る。ダウンリンクハンドオフ境界とアップリンクハンドオフ境界
とのバランスをとるための１つの方式は、低電力基地局において雑音指数劣化を適用する
ことである。雑音指数は、熱雑音に対する受信雑音の比（線形単位）である。一例として
、無線周波数（ＲＦ）入力がない場合、熱雑音は０°ケルビンで－１７４ｄＢｍ／Ｈｚで
あり、受信雑音は－１６９ｄＢｍ／Ｈｚであり、雑音指数は５ｄＢであるとすることがで
きる。雑音指数劣化のために、低電力基地局は、その雑音指数がΔＴＸｄＢだけ高くなる
ように、次のように雑音を生成し、加算することができる。
【数２】

【００２１】
上式で、ＮＦｈｉｇｈは高電力基地局の雑音指数（ｄＢ）であり、
　　　　ＮＦｌｏｗは低電力基地局の雑音指数（ｄＢ）である。
【００２２】
　高電力基地局と低電力基地局との間のΔＴＸ＝１３ｄＢである上記の例では、低電力基
地局は、雑音レベルを－１６９ｄＢｍ／Ｈｚから－１５６ｄＢｍ／Ｈｚに上げるために、
雑音を生成し、加算する。その場合、低電力基地局の雑音指数は１３ｄＢだけ増加する。
【００２３】
　雑音指数劣化を使用して、異なる送信電力レベルをもつ基地局のダウンリンクハンドオ
フ境界とアップリンクハンドオフ境界とのバランスをとることができる。多くのアップリ
ンク電力制御および干渉管理方式は、信号レベルおよび干渉レベルを熱雑音レベルの数倍
に制御する。基地局間の送信電力不一致の場合、低電力基地局の雑音指数をΔＴＸｄＢだ
け増加させると、高電力基地局と低電力基地局のダウンリンクハンドオフ境界とアップリ
ンクハンドオフ境界とを一致させることができる。たとえば、高電力基地局は＋４３ｄＢ
ｍで送信し、低電力基地局は＋３０ｄＢｍで送信する。端末は、両方の基地局に関して－
９０ｄＢｍを測定する。端末は、高電力基地局に関して１３３ｄＢの経路損失を有し、低
電力基地局に関して１２０ｄＢの経路損失を有する。低電力基地局は、高電力基地局より
も１３ｄＢだけ高い、端末の受信信号強度を有する。しかしながら、低電力基地局が１３
ｄＢだけ高い雑音指数を有する場合、両方の基地局は、端末に関して同じＳＮＲを有する
。雑音指数劣化により、端末は、ハンドオフ境界に位置するときに両方の基地局に関して
同じダウンリンクＳＮＲを有し、また、同じハンドオフ境界において両方の基地局に関し
て同じアップリンクＳＮＲを有する。最良のダウンリンクをもつ基地局がサービング基地
局として選択され、この基地局はまた、（ダウンリンクの経路損失がアップリンクの経路
損失に等しいと仮定して）端末の最良のアップリンクを有する。このようにして、雑音指
数劣化を使用してダウンリンクハンドオフ境界とアップリンクハンドオフ境界とのバラン
スをとることができる。ただし、低電力基地局において加算される余分の雑音は、アップ
リンク容量の損失を生じることがあり、アップリンクパフォーマンスを劣化させることも
ある。
【００２４】
　一態様では、異種ネットワークにおけるサービング基地局選択のために仮想雑音指数を
使用して、アップリンクパフォーマンス劣化を回避しながら、バランスがとれたダウンリ
ンクハンドオフ境界とアップリンクハンドオフ境界とを得ることができる。基地局の仮想
雑音指数を得るために、基地局の実際の雑音指数を仮想的に適切な量だけ劣化させること
ができる。しかしながら、基地局の雑音指数は、余分の雑音の注入により、実際には劣化
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しない。したがって、アップリンクパフォーマンスの劣化を回避することができる。仮想
雑音指数はサービング基地局選択および／または他の目的のために使用できる。
【００２５】
　所与の基地局ｍの実際の雑音指数および仮想雑音指数は、次のように表すことができる
【数３】

【００２６】
上式で、Ｎ０は適用可能な帯域幅の熱雑音（ｄＢｍ）であり、
　　　　Ｎａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの実際の雑音（ｄＢｍ）であり、
　　　　ＮＦａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの実際の雑音指数（ｄＢ）であり、
　　　　ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの仮想雑音指数（ｄＢ）であり、
　　　　δＮＦ，ｍは基地局ｍの仮想雑音指数と実際の雑音指数との間のデルタである。
【００２７】
　簡単のために、雑音は、適用可能な帯域幅（たとえば、送信に使用可能な帯域幅）に対
して定義でき、ｄＢｍの単位で与えられる。雑音は、密度として与えることもでき、ｄＢ
ｍ／Ｈｚの単位で与えられる。
【００２８】
　１つの設計では、雑音指数デルタδＮＦ，ｍは次のように定義できる。

【数４】

【００２９】
上式で、ＰＴＸ，ｒｅｆは基準送信電力レベルであり、
　　　　ＰＴＸ，ｍは基地局ｍの送信電力レベルである。基準送信電力レベルは、マクロ
基地局の送信電力レベル、所定の送信電力レベルなどとすることができる。
【００３０】
　一般に、雑音指数デルタδＮＦ，ｍは０以上の任意の適切な値に設定できる。δＮＦ，

ｍ＝ΔＴＸの場合は、ダウンリンクハンドオフ境界とアップリンクハンドオフ境界とのバ
ランスがとれる。δＮＦ，ｍは、いくつかの基地局の選択に有利であるように、他の値に
設定することもできる。たとえば、δＮＦ，ｍは、マクロ基地局よりもホーム基地局を選
択する方が有利であるように、０≦δＮＦ，ｍ＜ΔＴＸとなるように設定することができ
る。仮想雑音指数は、式（４）に示すように、雑音指数デルタと実際の雑音指数とに基づ
いて計算できる。
【００３１】
　端末における基地局ｍの経路損失は、次のように表すことができる。

【数５】

【００３２】
上式で、ＰＲＸ，ｍは端末における基地局ｍの受信電力であり、
　　　　ＰＬｍは基地局ｍの経路損失である。ＰＲＸ，ｍは、基地局ｍのダウンリンク受
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信信号強度とも呼ばれる。
【００３３】
　端末における基地局ｍのダウンリンクＳＮＲは、次のように表すことができる
【数６】

【００３４】
上式で、Ｎｔｅｒｍｉｎａｌは端末における雑音（ｄＢｍ）であり、
　　　　ＳＮＲＤＬ，ｍは基地局ｍのダウンリンクＳＮＲである。
【００３５】
　基地局ｍにおける端末のアップリンクＳＮＲは、次のように表すことができる
【数７】

【００３６】
上式で、ＰＴＸ，ｔｅｒｍｉｎａｌは端末の送信電力レベルであり、
　　　　ＳＮＲＵＬ，ｍは基地局ｍにおける端末のアップリンクＳＮＲである。式（９）
では、アップリンクの経路損失がダウンリンクの経路損失に等しいと仮定している。
【００３７】
　図２Ａに、基地局１２０および１２２から端末１１０へのダウンリンク送信を示す。基
地局１２０および１２２は、それぞれ、送信電力レベルＰＴＸ，１およびＰＴＸ，２を有
し、それぞれ、端末１１０への経路損失ＰＬ１およびＰＬ２をも有する。端末１１０は、
それぞれ、基地局１２０および１２２の受信電力ＰＲＸ，１およびＰＲＸ，２を得る。端
末１１０は、それぞれ、基地局１２０および１２２のダウンリンクＳＮＲ、ＳＮＲＤＬ，

１およびＳＮＲＤＬ，２を計算する。
【００３８】
　図２Ｂに、端末１１０から基地局１２０および１２２へのアップリンク送信を示す。端
末１１０は、送信電力レベルＰＴＸ，ｔｅｒｍｉｎａｌを有し、それぞれ基地局１２０お
よび１２２の経路損失、それぞれＰＬ１およびＰＬ２をも有する。基地局１２０および１
２２は、それぞれ仮想雑音指数ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，１およびＮＦｖｉｒｔｕａｌ，２を
有する。端末１１０は、それぞれ仮想雑音指数ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，１およびＮＦｖｉｒ

ｔｕａｌ，２に基づいて得られる、それぞれ基地局１２０および１２２におけるアップリ
ンクＳＮＲ、ＳＮＲＵＬ，１およびＳＮＲＵＬ，２を有する。
【００３９】
　各基地局は、サービング基地局選択および／または他の目的のために使用できる様々な
タイプの情報を送信する。たとえば、各基地局は、その送信電力レベルＰＴＸ，ｍ、その
実際の雑音指数ＮＦａｃｔｕａｌ，ｍ、その仮想雑音指数ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，ｍ、その
雑音指数デルタδＮＦ，ｍ、他の情報、またはそれらの任意の組合せをブロードキャスト
する。送信電力レベルＰＴＸ，ｍは、端末によってアプリオリに知られるか、他の方法で
搬送されることもある。仮想雑音指数ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，ｍは、絶対値、実際の雑音指
数からの相対値（たとえば、δＮＦ，ｍ）、公称雑音指数からの相対値などによって搬送
できる。仮想雑音指数は、実際の雑音指数ＮＦａｃｔｕａｌ，ｍと送信電力レベルＰＴＸ

，ｍとによっても搬送でき、これらを使用して、既知の基準送信電力レベルＰＴＸ，ｒｅ

ｆに基づいて雑音指数デルタδＮＦ，ｍを計算する。
【００４０】
　１つの設計では、端末が基地局からブロードキャスト情報を受信し、各基地局の様々な
測定値を計算する。端末は各基地局のダウンリンク受信信号強度を測定する。端末は、各
基地局の送信電力レベルと測定されたダウンリンク受信信号強度とに基づいて、その基地
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局の経路損失を判断する。端末は、たとえば、式（８）に示すように、各基地局のダウン
リンクＳＮＲを計算する。端末は、たとえば、式（９）に示すように、各基地局の仮想雑
音指数に基づいて、その基地局のアップリンクＳＮＲを計算する。端末は、すべての候補
基地局のダウンリンクＳＮＲ、アップリンクＳＮＲ、および／または他の情報に基づいて
サービング基地局を選択する。
【００４１】
　別の設計では、基地局が端末のサービング基地局を選択する。この設計では、基地局は
、仮想雑音指数を送信せず、それを基地局自体の計算において内部的に使用して、端末の
サービング基地局に関する決定を行う。基地局は、決定を行う際に、端末によって報告さ
れたダウンリンクＳＮＲなど、他の情報を使用することができる。
【００４２】
　サービング基地局は様々な方法で選択できる。１つの設計では、最良のダウンリンク（
たとえば、最も高いダウンリンクＳＮＲ）をもつ基地局が選択されるが、選択された基地
局のアップリンクが所定のしきい値を上回るか、または所定の最良のアップリンクの範囲
内にあるという制約がある。この設計は、端末のダウンリンクパフォーマンスを改善する
ために使用できる。別の設計では、最良のアップリンク（たとえば、最も高いアップリン
クＳＮＲ）をもつ基地局が選択されるが、選択された基地局のダウンリンクが所定のしき
い値を上回るか、または所定の最良のダウンリンクの範囲内にあるという制約がある。こ
の設計は、アップリンク容量が制限される場合に使用できる。一般に、サービング基地局
は、ダウンリンクパフォーマンスとアップリンクパフォーマンスとの間のトレードオフに
基づいて定義できる１つまたは複数の基準に基づいて選択できる。
【００４３】
　式（９）中のアップリンクＳＮＲは、実際の雑音指数よりもδＮＦ，ｍだけ高い仮想雑
音指数に基づいて得られる仮想ＳＮＲである。仮想ＳＮＲは、サービング基地局選択のた
めに使用できる。アップリンクの実際のＳＮＲは、実際の雑音指数に基づいて判断でき、
次のように表すことができる。
【数８】

【００４４】
上式で、ＳＮＲＵＬ，ａｃｔｕａｌ，ｍは、基地局ｍの実際の雑音指数に基づく実際のア
ップリンクＳＮＲである。
【００４５】
　１つの設計では、実際のＳＮＲとデータレート対ＳＮＲのルックアップテーブルとに基
づいてデータレートが選択される。実際のＳＮＲに基づいて判断されたデータレートでデ
ータが送信される。この設計により、利用可能なチャネル容量の利用が改善される。別の
設計では、仮想雑音指数を用いて得られる仮想ＳＮＲに基づいてデータレートが選択され
る。仮想ＳＮＲに基づいて判断されたデータレートでデータが送信される。データ送信の
ためにハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）が使用された場合、実際のＳＮＲは仮想ＳＮ
Ｒよりも良好であり得るので、データ送信は早期に終了することがある。さらに別の設計
では、容量と信頼性との間のトレードオフに基づいて選択された中間雑音指数に基づいて
中間ＳＮＲが計算され、ＮＦａｃｔｕａｌ，ｍ＜ＮＦｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ，ｍ＜Ｎ
Ｆｖｉｒｔｕａｌ，ｍとなるように与えられる。中間ＳＮＲに基づいて判断されたデータ
レートでデータが送信される。
【００４６】
　別の態様では、異種ネットワークにおける干渉管理のために仮想雑音指数を使用するこ
とができる。ネットワークは、ＯＦＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭを利用することがある。この
場合、基地局は仮想ＩｏＴを判断することができ、仮想ＩｏＴは次のように表すことがで
きる。
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【数９】

【００４７】
上式で、Ｉｍは、基地局ｍにおいて測定された干渉（ｄＢｍ）であり、
　　　　Ｎｖｉｒｔｕａｌ，ｍは基地局ｍにおける仮想雑音（ｄＢｍ）であり、
　　　　ＩｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの仮想ＩｏＴ（ｄＢ）である。
【００４８】
　基地局は、基地局によって観測される、干渉電力Ｉｍと雑音電力Ｎａｃｔｕａｌ，ｍと
を測定する。式（１１）に示す設計では、基地局は、測定された／実際の雑音電力と、た
とえば、式（６）に示すように基地局の送信電力に依存する雑音指数デルタδＮＦ，ｍと
に基づいて、仮想雑音電力を判断する。次いで、基地局は、測定された干渉と仮想雑音電
力とに基づいて仮想ＩｏＴを判断する。基地局は、仮想ＩｏＴをＩｏＴしきい値と比較し
、次のように、仮想ＩｏＴがＩｏＴしきい値を超えた場合に過負荷（overload)インジケ
ータを設定する。
【００４９】
　　　（ＩｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｍ＞ＩｏＴｔｈ）
の場合、　　　過負荷インジケータ＝「１」、
その他の場合、過負荷インジケータ＝「０」。
【００５０】
過負荷インジケータは、ローディングインジケータ、他セクタ干渉（ＯＳＩ）インジケー
タ、他セル干渉インジケータなどと呼ばれることもある。過負荷インジケータは、１ビッ
ト（上記のように）または複数ビットを備えることができる。
【００５１】
　別の設計では、基地局は、次のように、測定された干渉と実際の雑音電力とに基づいて
実際のＩｏＴを判断する。

【数１０】

【００５２】
上式で、ＩｏＴａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの実際のＩｏＴ（ｄＢ）である。基地局は、
実際のＩｏＴを、次のように雑音指数デルタδＮＦ，ｍに基づいて判断された仮想ＩｏＴ
しきい値と比較する。

【数１１】

【００５３】
上式で、ＩｏＴｎｏｍ，ｔｈは公称ＩｏＴしきい値であり、
　　　　ＩｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈは仮想ＩｏＴしきい値である。公称ＩｏＴしきい値
は、マクロ基地局のＩｏＴしきい値とすることができ、６～７ｄＢに等しいとすることが
できる。基地局は、実際のＩｏＴが仮想ＩｏＴしきい値を超えた場合に過負荷インジケー
タを設定する。
【００５４】
　いずれの設計でも、仮想雑音指数の使用によって、基地局はより小さい実際のＩｏＴで
動作することになり、システム不安定性に対してより多くのマージンを与えることができ
る。基地局は、過負荷インジケータを端末にブロードキャストする。近接セル中の端末は
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、過負荷インジケータが基地局における高いＩｏＴを示す場合、それらの送信電力を低減
する。
【００５５】
　ネットワークは、ＣＤＭＡを利用することがある。この場合、基地局は仮想ＲｏＴを判
断することができ、仮想ＲｏＴは次のように表すことができる。
【数１２】

【００５６】
上式で、ＲｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの仮想ＲｏＴ（ｄＢ）である。
【００５７】
　基地局は、基地局における受信電力ＰＲＸ，ｍと雑音電力Ｎａｃｔｕａｌ，ｍとを測定
する。基地局は、測定された／実際の雑音電力と雑音指数デルタδＮＦ，ｍとに基づいて
仮想雑音電力を判断する。次いで、基地局は、受信電力と仮想雑音電力とに基づいて仮想
ＲｏＴを判断する。基地局は、仮想ＲｏＴをＲｏＴしきい値と比較し、次のように、仮想
ＲｏＴがＲｏＴしきい値を超えた場合に過負荷インジケータを設定する。
【００５８】
　　　（ＲｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｍ＞ＲｏＴｔｈ）
の場合、　　　過負荷インジケータ＝「１」、
その他の場合、過負荷インジケータ＝「０」。
【００５９】
　別の設計では、基地局は、受信電力と実際の雑音電力とに基づいて実際のＲｏＴを判断
する。次いで、基地局は、実際のＲｏＴを、雑音指数デルタδＮＦ，ｍに基づいて判断さ
れる仮想ＲｏＴしきい値と比較する。基地局は、実際のＲｏＴが仮想ＲｏＴしきい値を超
えた場合に過負荷インジケータを設定する。
【００６０】
　一般に、干渉パラメータ（たとえば、仮想ＩｏＴまたは仮想ＲｏＴ）または対応するし
きい値（たとえば、仮想ＩｏＴしきい値または仮想ＲｏＴしきい値）のいずれにおいても
、基地局の仮想雑音指数が考慮に入れられる。いずれの場合も、基地局は過負荷インジケ
ータを端末にブロードキャストする。近接セル中の端末は、過負荷インジケータが基地局
における高いＩｏＴまたは高いＲｏＴを示す場合、それらの送信電力を低減する。
【００６１】
　さらに別の態様では、異種ネットワークにおける電力制御のために仮想雑音指数を使用
することができる。送信の受信信号品質は、ＳＮＲ、キャリアオーバサーマル（ＣｏＴ）
、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、または何らかの他の量によって与えられる。ＳＮＲ、Ｃ
ｏＴおよびＣ／Ｉは、次のように表すことができる。

【数１３】

【００６２】
上式で、Ｃｍは基地局ｍにおける端末の受信キャリア電力（ｄＢｍ）であり、
　　　　ＳＮＲａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍにおける端末の実際のＳＮＲ（ｄＢ）であり
、
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　　　　ＣｏＴａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍにおける端末の実際のＣｏＴ（ｄＢ）であり
、
　　　　Ｃ／Ｉａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍにおける端末の実際のＣ／Ｉ（ｄＢ）である
。
【００６３】
　実際のＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉは、それぞれ仮想ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉしき
い値と比較される。これらのしきい値は次のように表すことができる。
【数１４】

【００６４】
上式で、ＳＮＲｎｏｍ，ｔｈは公称ＳＮＲしきい値、およびＳＮＲｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ

は仮想ＳＮＲしきい値であり、
　　　　ＣｏＴｎｏｍ，ｔｈは公称ＣｏＴしきい値、およびＣｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ

は仮想ＣｏＴしきい値であり、
　　　　Ｃ／Ｉｎｏｍ，ｔｈは公称Ｃ／Ｉしきい値、およびＣ／Ｉｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ

は仮想Ｃ／Ｉしきい値である。
【００６５】
　公称ＳＮＲ、ＣｏＴおよびＣ／Ｉしきい値は、適切に選択された値とすることができる
。仮想ＳＮＲ、ＣｏＴおよびＣ／Ｉしきい値は、公称ＳＮＲ、ＣｏＴおよびＣ／Ｉしきい
値よりもそれぞれ雑音指数デルタδＮＦ，ｍだけ高いとすることができる。
【００６６】
　基地局は、端末の実際のＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉを、たとえば、式（１５）、式（
１６）または式（１７）に示すように実際の雑音電力に基づいて判断する。基地局は、実
際のＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉを仮想ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉしきい値と比較し、
次のように電力制御コマンドを生成する。
【００６７】
　　　（ＳＮＲａｃｔｕａｌ，ｍ＜ＳＮＲｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ）、または（ＣｏＴａｃ

ｔｕａｌ，ｍ＜ＣｏＴｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ）、または（Ｃ／Ｉａｃｔｕａｌ，ｍ＜Ｃ／
Ｉｖｉｒｔｕａｌ，ｔｈ）
の場合、　　　電力制御コマンド＝ＵＰコマンド、
その他の場合、電力制御コマンド＝ＤＯＷＮコマンド。
【００６８】
　別の設計では、基地局は、仮想雑音指数ＮＦｖｉｒｔｕａｌ，ｍに基づいて、仮想ＳＮ
Ｒ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉを判断する。次いで、基地局は、仮想ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／
Ｉを公称ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉしきい値と比較する。一般に、受信信号品質（たと
えば、仮想ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉ）においても、対応するしきい値（たとえば、仮
想ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉしきい値）においても、仮想雑音指数が考慮に入れられる
。いずれの場合も、基地局は、電力制御コマンドを端末に送信する。端末は、ＵＰコマン
ドが受信された場合はその送信電力を増加させ、ＤＯＷＮコマンドが受信された場合はそ
の送信電力を減少させる。
【００６９】
　端末は、サービング基地局の雑音指数劣化に基づいて、端末の送信電力レベルを設定す
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る。１つの設計では、端末は、その送信電力を次のように設定する。
【数１５】

【００７０】
上式で、ＰＴＸ１は第１のチャネルの送信電力レベル（ｄＢｍ）であり、
　　　　ＰＴＸ２は第２のチャネルの送信電力レベル（ｄＢｍ）であり、
　　　　Δ１２は第１のチャネルと第２のチャネルとの間の公称電力オフセット（ｄＢ）
であり、
　　　　δＮＦ，ｍは雑音指数ベースの調整（ｄＢ）である。
【００７１】
　第１のチャネルは、パイロットチャネル、制御チャネル、トラフィックチャネルなどと
することができる。第２のチャネルは、アクセスチャネル、パイロットチャネルなどとす
ることができる。送信電力レベルＰＴＸ２は、アクセスチャネル上で最後に送信されたア
クセスプローブの送信電力レベル、または何らかの他のチャネルの何らかの他の送信電力
レベルとすることができる。公称電力オフセットΔ１２は、端末が知り得る固定値とする
ことも、基地局から端末に送信することもできる。雑音指数ベースの調整δＮＦ，ｍは、
基地局ｍから受信した情報に基づいて判断できる。第１のチャネルと第２のチャネルとの
間の全体的なオフセットは、Δ１２＋δＮＦ，ｍとして与えられる。
【００７２】
　端末は、サービング基地局から仮想雑音指数または仮想雑音指数の変化を受信する。端
末は、仮想雑音指数の変化に基づいてその送信電力レベルを調整する。たとえば、基地局
の仮想雑音指数が劣化した場合、たとえば、変化が正である場合、端末はその送信電力レ
ベルを増加させる。基地局の仮想雑音指数が改善された場合、たとえば、変化が負である
場合、端末はその送信電力レベルを減少させる。
【００７３】
　仮想雑音指数は、上述のように、サービング基地局選択、干渉管理、および電力制御の
ために使用できる。仮想雑音指数は、ワイヤレス通信の他の目的のためにも使用できる。
【００７４】
　１つの設計では、基地局は、基地局の仮想送信電力レベルを広告する。仮想送信電力レ
ベルは、送信機における実際の送信電力レベルとは異なる（たとえば、より高い）可能性
のある仮定的送信電力レベルである。仮想送信電力レベルは、基地局における仮想雑音指
数を反映する。１つの設計では、基地局の仮想送信電力レベルおよび雑音指数デルタは、
次のように与えられる。

【数１６】

【００７５】
上式で、ＰＴＸ＿ａｃｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの実際の送信電力レベルであり、
　　　　ＰＴＸ＿ｖｉｒｔｕａｌ，ｍは基地局ｍの仮想送信電力レベルである。
【００７６】
　式（２２）に示すように、基地局は、実際の送信電力レベルＰＴＸ＿ａｃｔｕａｌ，ｍ

（ｄＢｍ）と、雑音指数デルタδＮＦ，ｍ（ｄＢ）とを有する。基地局は、雑音指数デル
タの代わりに仮想送信電力レベルＰＴＸ＿ｖｉｒｔｕａｌ，ｍ（ｄＢｍ）を（たとえば、
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端末および／または他の基地局に）広告する。仮想送信電力レベルは、雑音指数デルタに
等価とすることができ、雑音指数情報の明示的広告をサポートしないシステムにおいて有
用とすることができる。
【００７７】
　別の設計では、実際の送信電力レベルＰＴＸ＿ａｃｔｕａｌ，ｍと雑音指数デルタδＮ

Ｆ，ｍとをもつ基地局は、適切なオフセット値ｘに対して、仮想送信電力レベルＰＴＸ＿

ａｃｔｕａｌ，ｍ＋ｘおよび／または仮想雑音指数デルタ（δＮＦ，ｍ－ｘ）を広告する
。ｘ＝δＮＦ，ｍの場合は、（ｉ）基地局が雑音指数劣化０を広告する場合、または（ｉ
ｉ）基地局が雑音指数劣化を広告する機能を有せず、デフォルトで０であることが仮定さ
れる場合に適用可能とすることができる。広告された送信電力レベルおよび雑音指数劣化
をｘ　ｄＢだけ調整することは、受信されたダウンリンク信号の測定されたＳＮＲに基づ
くサービングセル選択、アップリンクＳＩＮＲ推定（サービングセルの場合）、およびア
ップリンクローディングパラメータ（ＩｏＴ、ＲｏＴなど）推定（非サービングセルの場
合）に関係する計算に影響を及ぼさないので、そのような調整が可能である。
【００７８】
　図３に、ワイヤレス通信ネットワーク、たとえば、異なる送信電力レベルを有する基地
局をもつ異種ネットワークにおいて、サービング基地局を選択するためのプロセス３００
の設計を示す。プロセス３００は、端末または何らかの他のエンティティによって実行で
きる。少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信する（ブロック３
１２）。この情報は、たとえば、仮想雑音指数、仮想雑音指数の変化、実際の雑音指数、
雑音指数デルタ、実際の送信電力レベル、仮想送信電力レベルなどを備えることができる
。基地局ごとに、仮想雑音指数は実際の雑音指数以上とすることができる。実際の雑音指
数および仮想雑音指数は、上述のように、様々な形で与えることができる。たとえば、仮
想雑音指数は、（ｉ）式（４）に示すように実際の雑音指数と雑音指数デルタとに基づい
て、（ｉｉ）式（２３）に示すように仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルとに基
づいて、または（ｉｉｉ）何らかの他の情報に基づいて判断できる。
【００７９】
　少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択する
（ブロック３１４）。１つの設計では、各基地局のダウンリンク受信信号強度を判断する
。各基地局の仮想雑音指数および他の情報に基づいて、その基地局のアップリンクＳＮＲ
をも判断する。次いで、少なくとも１つの基地局の各々のアップリンクＳＮＲとダウンリ
ンク受信信号強度とに基づいてサービング基地局を選択する。１つの設計では、最も高い
ダウンリンク受信信号強度と、ＳＮＲしきい値を上回るアップリンクＳＮＲとをもつ基地
局を、サービング基地局として選択する。ＳＮＲしきい値は、所定の絶対値、または最も
高いアップリンクＳＮＲからの所定の距離である相対値とすることができる。別の設計で
は、最も高いアップリンクＳＮＲと、信号強度しきい値を上回るダウンリンク受信信号強
度とをもつ基地局を、サービング基地局として選択する。信号強度しきい値は、所定の絶
対値、または最も高いダウンリンク受信信号強度からの所定の距離である相対値とするこ
とができる。他の基準に基づいてサービング基地局を選択することもできる。
【００８０】
　サービング基地局の実際の雑音指数に基づいてサービング基地局のアップリンクＳＮＲ
を判断する（ブロック３１６）。サービング基地局のアップリンクＳＮＲに基づいてレー
トを選択する（ブロック３１８）。選択されたレートでデータをサービング基地局に送信
する（ブロック３２０）。
【００８１】
　サービング基地局は、端末によって得られる情報、たとえば、基地局から受信された情
報および／または端末によって測定された情報に基づいて、端末によって選択できる。代
替的に、端末が、関係する情報を基地局に送信し、次いで基地局が端末のサービング基地
局を選択することもできる。
【００８２】
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　図４に、サービング基地局を選択するための装置４００の設計を示す。装置４００は、
少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信するためのモジュール４
１２と、少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選
択するためのモジュール４１４と、サービング基地局の実際の雑音指数に基づいてサービ
ング基地局のアップリンクＳＮＲを判断するためのモジュール４１６と、サービング基地
局のアップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択するためのモジュール４１８と、選択さ
れたレートでデータをサービング基地局に送信するためのモジュール４２０とを含む。
【００８３】
　図５に、ワイヤレス（たとえば、異種）通信ネットワークにおいてサービング基地局選
択をサポートするためのプロセス５００の設計を示す。プロセス５００は、基地局または
何らかの他のエンティティによって実行できる。式（４）および式（６）に示すように、
たとえば、基地局の送信電力レベル、基準送信電力レベル、および基地局の実際の雑音指
数に基づいて、基地局の仮想雑音指数を判断する（ブロック５１２）。基地局の仮想雑音
指数を示す情報を送信する（ブロック５１４）。端末が基地局の仮想雑音指数に基づいて
基地局を選択する場合、端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信する（ブロッ
ク５１６）。基地局の実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで端末によって送信さ
れたデータを受信する（ブロック５１８）。
【００８４】
　図６に、サービング基地局選択をサポートするための装置６００の設計を示す。装置６
００は、基地局の仮想雑音指数を判断するためのモジュール６１２と、基地局の仮想雑音
指数を示す情報を送信するためのモジュール６１４と、端末が基地局の仮想雑音指数に基
づいて基地局を選択する場合、端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信するた
めのモジュール６１６と、基地局の実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで端末が
受信データを送信するためのモジュール６１８とを含む。
【００８５】
　図７に、ワイヤレス（たとえば、異種）通信ネットワークにおいて干渉管理を実行する
ためのプロセス７００の設計を示す。プロセス７００は、基地局または何らかの他のエン
ティティによって実行できる。基地局の仮想雑音指数を判断する（ブロック７１２）。基
地局におけるローディングを示すローディングパラメータ（たとえば、ＩｏＴまたはＲｏ
Ｔ）を判断する（ブロック７１４）。基地局のローディングパラメータと仮想雑音指数と
に基づいて基地局のローディングインジケータ（たとえば、過負荷インジケータ）を判断
する（ブロック７１６）。ブロック７１６の１つの設計では、ローディングパラメータを
しきい値と比較し、比較結果に基づいてローディングインジケータを設定する。ローディ
ングパラメータまたはしきい値は、基地局の仮想雑音指数に基づいて判断される。ローデ
ィングインジケータを端末に送信（たとえば、ブロードキャスト）し、端末はローディン
グインジケータに基づいてその送信電力レベルを調整する（ブロック７１８）。
【００８６】
　図８に、干渉管理を実行するための装置８００の設計を示す。装置８００は、基地局の
仮想雑音指数を判断するためのモジュール８１２と、基地局におけるローディングを示す
ローディングパラメータを判断するためのモジュール８１４と、基地局のローディングパ
ラメータと仮想雑音指数とに基づいて基地局のローディングインジケータを判断するため
のモジュール８１６と、ローディングインジケータを端末に送信するためのモジュール８
１８とを含む。
【００８７】
　図９に、ワイヤレス（たとえば、異種）通信ネットワークにおいて電力制御を実行する
ためのプロセス９００の設計を示す。プロセス９００は、基地局または何らかの他のエン
ティティによって実行できる。基地局の仮想雑音指数を判断する（ブロック９１２）。基
地局において端末の受信信号品質（たとえば、ＳＮＲ、ＣｏＴまたはＣ／Ｉ）を判断する
（ブロック９１４）。受信信号品質と仮想雑音指数とに基づいて電力制御コマンドを生成
する（ブロック９１６）。１つの設計では、たとえば、式（１８）、式（１９）または式
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（２０）に示すように、仮想雑音指数に基づいてしきい値を判断する（ブロック９１４）
。別の設計では、仮想雑音指数に基づいて受信信号品質を判断する。両方の設計で、電力
制御コマンドを判断するために、受信信号品質をしきい値と比較する。仮想雑音指数は、
受信信号品質あるいはしきい値のいずれかににおいて考慮に入れられる。電力制御コマン
ドを端末に送信し、端末はそれに応じて端末の送信電力レベルを調整する（ブロック９１
８）。
【００８８】
　図１０に、電力制御を実行するための装置１０００の設計を示す。装置１０００は、基
地局の仮想雑音指数を判断するためのモジュール１０１２と、基地局において端末の受信
信号品質を判断するためのモジュール１０１４と、受信信号品質および仮想雑音指数に基
づいて電力制御コマンドを生成するためのモジュール１０１６と、電力制御コマンドを端
末に送信するためのモジュール１０１８とを含む。
【００８９】
　図１１に、ワイヤレス（たとえば、異種）通信ネットワークにおいて電力制御を実行す
るためのプロセス１１００の設計を示す。プロセス１１００は、端末または何らかの他の
エンティティによって実行できる。端末は、基地局の仮想雑音指数を示す情報を受信する
（ブロック１１１２）。この情報は、上記の情報のいずれかを備えることができる。端末
は、基地局の仮想雑音指数に基づいてその送信電力レベルを判断する（ブロック１１１４
）。端末は、基地局から電力制御コマンドを受信し（ブロック１１１６）、電力制御コマ
ンドに基づいてその送信電力レベルを調整する（ブロック１１１８）。
【００９０】
　ブロック１１１４の１つの設計では、端末は、基地局の仮想雑音指数に基づいてオフセ
ットを判断する。次いで、端末は、たとえば、式（２１）に示すように、第２のチャネル
の第２の送信電力レベル＋オフセットに基づいて、第１のチャネルの送信電力レベルを設
定する。第１および第２のチャネルは前述の任意のチャネルとすることができる。オフセ
ットは、端末が知り得るかまたは基地局によって端末に送信できる部分（たとえば、第１
のチャネルと第２のチャネルとの間の公称電力オフセットΔ１２）をさらに含むことがで
きる。
【００９１】
　ブロック１１１４の別の設計では、端末は、受信情報に基づいて、基地局の仮想雑音指
数の変化を判断する。端末は、仮想雑音指数の変化に基づいてその送信電力レベルを調整
する。たとえば、基地局の仮想雑音指数が劣化した場合、たとえば、変化が正である場合
、端末はその送信電力レベルを増加させる。基地局の仮想雑音指数が改善された場合、た
とえば、変化が負である場合、端末はその送信電力レベルを減少させる。
【００９２】
　図１２に、電力制御を実行するための装置１２００の設計を示す。装置１２００は、基
地局の仮想雑音指数を示す情報を受信するためのモジュール１２１２と、基地局の仮想雑
音指数に基づいて端末の送信電力レベルを判断するためのモジュール１２１４と、基地局
から電力制御コマンドを受信するためのモジュール１２１６と、電力制御コマンドに基づ
いて端末の送信電力レベルを調整するためのモジュール１２１８とを含む。
【００９３】
　図４、図６、図８、図１０および図１２のモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、
ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリなど、またはそれらの任意の組
合せを備えることができる。
【００９４】
　図１３に、端末１１０および基地局１２０の設計のブロック図を示す。図１中の基地局
１２２は、基地局１２０と同様の方法で実装することができる。基地局１２０はＴ個のア
ンテナ１３３４ａ～１３３４ｔを備えることができ、端末１１０はＲ個のアンテナ１３５
２ａ～１３５２ｒを備えることができ、一般に、Ｔ≧１およびＲ≧１である。
【００９５】
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　基地局１２０において、送信プロセッサ１３２０は、データソース１３１２から１つま
たは複数の端末のデータを受信し、１つまたは複数の変調および符号化方式に基づいて各
端末のデータを処理（たとえば、符号化および変調）し、すべての端末のデータシンボル
を提供する。送信プロセッサ１３２０はまた、コントローラ／プロセッサ１３４０から制
御情報（たとえば、実際の雑音指数および／または仮想雑音指数、送信電力レベルなどの
情報）を受信し、情報を処理し、制御シンボルを与えることもできる。送信（ＴＸ）多入
力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ１３３０は、データシンボル、制御シンボル、およびパ
イロットシンボルを多重化する。プロセッサ１３３０は、さらに多重化されたシンボルを
処理（たとえば、プリコード）し、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯ
Ｄ）１３３２ａ～１３３２ｔに与えることができる。各変調器１３３２は、それぞれの出
力サンプルストリームを取得するために出力シンボルストリーム（たとえば、ＯＦＤＭ、
ＣＤＭＡなど）を処理する。各変調器１３３２は、ダウンリンク信号を取得するために出
力サンプルストリームをさらに処理（たとえば、アナログ変換、増幅、フィルタ処理、お
よびアップコンバート）する。変調器１３３２ａ～１３３２ｔからのＴ個のダウンリンク
信号は、それぞれＴ個のアンテナ１３３４ａ～１３３４ｔを介して送信される。
【００９６】
　端末１１０において、Ｒ個のアンテナ１３５２ａ～１３５２ｒは基地局１２０からダウ
ンリンク信号を受信し、それぞれ受信信号を復調器（ＤＥＭＯＤ）１３５４ａ～１３５４
ｒに提供する。各復調器１３５４は、受信サンプルを取得するためにそれぞれの受信信号
を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し、受
信シンボルを取得するために受信サンプル（たとえば、ＯＦＤＭ、ＣＤＭＡなど）をさら
に処理する。ＭＩＭＯ検出器１３６０は、（適用可能な場合）Ｒ個の復調器１３５４ａ～
１３５４ｒのすべてからの受信シンボル上でＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボル
を提供する。受信プロセッサ１３７０は、検出されたシンボルを処理し、復号されたデー
タを端末１１０のデータシンク１３７２に提供し、復号された制御情報をコントローラ／
プロセッサ１３９０に提供する。
【００９７】
　アップリンク上では、端末１１０において、データソース１３７８からのデータおよび
コントローラ／プロセッサ１３９０からの制御情報（たとえば、選択されたサービング基
地局を特定する情報）は、送信プロセッサ１３８０によって処理され、（適用可能な場合
は）ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３８２によってプリコードされ、変調器１３５４ａ～１
３５４ｒによって調整され、アンテナ１３５２ａ～１３５２ｒを介して送信される。基地
局１２０において、端末１１０からのアップリンク信号は、アンテナ１３３４によって受
信され、復調器１３３２によって調整され、ＭＩＭＯ検出器１３３６によって検出され、
端末１１０によって送信されたデータおよび制御情報を取得するために受信プロセッサ１
３３８によって処理される。チャネルプロセッサ１３９４は、サービング基地局選択およ
びデータ送信のために使用されるパラメータ（たとえば、ダウンリンク受信信号強度、ダ
ウンリンクＳＮＲ、アップリンクＳＮＲなど）を測定する。
【００９８】
　コントローラ／プロセッサ１３４０および１３９０は、それぞれ基地局１２０における
動作および端末１１０における動作を指示する。基地局１２０のコントローラ／プロセッ
サ１３４０および／または他のモジュールは、図３のプロセス３００、図５のプロセス５
００、図７のプロセス７００、図９のプロセス９００、および／または本明細書で説明す
る技法のための他のプロセスを実行または指導する。端末１１０のコントローラ／プロセ
ッサ１３９０および／または他のモジュールは、図３のプロセス３００、図１１のプロセ
ス１１００、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行または
指示する。メモリ１３４２および１３９２は、基地局１２０および端末１１０に関するデ
ータおよびプログラムコードを、それぞれ格納する。スケジューラ１３４４は、端末をダ
ウンリンクおよび／またはアップリンク上の送信用にスケジュールし、スケジュールされ
た端末にリソースを割り当てる。通信（Ｃｏｍｍ）ユニット１３４６は、バックホールを
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介したネットワークコントローラ１３０との通信をサポートすることができる。
【００９９】
　情報および信号は様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表すことができる
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及されるデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表すことができる。
【０１００】
　さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア
、または両方の組合せとして実装できることを、当業者は諒解されよう。ハードウェアと
ソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モ
ジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機能に関して説明した。そ
のような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定
の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明した機
能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装することができるが、そのような実装の決定は
、本開示の範囲からの逸脱を生じると解釈すべきではない。
【０１０１】
　本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書に記載の機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用
いて実装または実行できる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることができるが
、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態マシンとすることができる。プロセッサは、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他
のそのような構成として実装することもできる。
【０１０２】
　本明細書の開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで直接実施するか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施す
るか、またはその２つの組合せで実施することができる。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野
で知られている他の形態の記憶媒体に存在してよい。例示的な記憶媒体は、プロセッサが
記憶媒体から情報を読むことができ、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロ
セッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化することができる。プ
ロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末
内に常駐することができる。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内に
個別構成要素として常駐することもできる。
【０１０３】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能を、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの組合せで実装することができる。ソフトウェアで実装す
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶するか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信することができる。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体とすることができる。限
定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯ
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Ｍ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは
他の磁気ストレージデバイス、もしくは命令またはデータ構造の形の所望のプログラムコ
ード手段を搬送または記憶するために使用でき、汎用または専用コンピュータあるいは汎
用または専用プロセッサによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。
さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）
ディスク（disk）およびブルーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常
、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。
上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１０４】
　本開示の前述の説明は、いかなる当業者でも本開示を作成または使用することができる
ように提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
できる。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものでは
なく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することと、
　前記少なくとも１つの基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を
選択することと
を備える方法。
[２]　各基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報が、前記基地局の前記仮想雑音指数、
雑音指数デルタ、または仮想送信電力レベルを備える、前記[１]に記載の方法。
[３]　各基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報がファクタｘを備え、ｘが、前記基地
局の仮想送信電力レベルと実際の送信電力レベルとの間の差、または前記基地局の雑音指
数デルタからのオフセットである、前記[１]に記載の方法。
[４]　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記少なくとも１つの基地局の各々のア
ップリンク信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断することをさらに備え、前記サービング基地局
を前記選択することが、前記少なくとも１つの基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに
基づいて前記サービング基地局を選択することを備える、
前記[１]に記載の方法。
[５]　前記少なくとも１つの基地局の各々のダウンリンク受信信号強度を判断することを
さらに備え、前記サービング基地局を前記選択することが、前記少なくとも１つの基地局
の各々の前記ダウンリンク受信信号強度にさらに基づいて前記サービング基地局を選択す
ることを備える、
前記[４]に記載の方法。
[６]　前記サービング基地局を前記選択することが、最も高いダウンリンク受信信号強度
と、しきい値を上回るアップリンクＳＮＲとをもつ基地局を、前記サービング基地局とし
て選択することを備える、前記[５]に記載の方法。
[７]前記サービング基地局を前記選択することが、最も高いアップリンクＳＮＲと、しき
い値を上回るダウンリンク受信信号強度とをもつ基地局を、前記サービング基地局として
選択することを備える、前記[５]に記載の方法。
[８]　前記サービング基地局の実際の雑音指数を示す情報を受信することと、
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　前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）を判断することと、
　前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択することと、
　前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信することと
をさらに備える、前記[１]に記載の方法。
[９]前記少なくとも１つの基地局が、異なる送信電力レベルを有する複数の基地局を備え
る、前記[１]に記載の方法。
[１０]　情報を前記受信することおよびサービング基地局を前記選択することが、端末に
よって実行される、前記[１]に記載の方法。
[１１]　情報を前記受信することおよびサービング基地局を前記選択することが、前記少
なくとも１つの基地局のうちの１つによって実行される、前記[１]に記載の方法。
[１２]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信するための手段と、　
前記少なくとも１つの基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選
択するための手段と
を備える装置。
[１３]　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記少なくとも１つの基地局の各々の
アップリンク信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断するための手段をさらに備え、前記サービン
グ基地局を選択するための前記手段が、前記少なくとも１つの基地局の各々の前記アップ
リンクＳＮＲに基づいて前記サービング基地局を選択するための手段を備える、
前記[１２]に記載の装置。
[１４]　前記少なくとも１つの基地局の各々のダウンリンク受信信号強度を判断するため
の手段をさらに備え、前記サービング基地局を選択するための前記手段が、前記少なくと
も１つの基地局の各々の前記ダウンリンク受信信号強度にさらに基づいて前記サービング
基地局を選択するための手段を備える、
前記[１３]に記載の装置。
[１５]　前記サービング基地局の実際の雑音指数を示す情報を受信するための手段と、
　前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）を判断するための手段と、
　前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基づいてレートを選択するための手
段と、
　前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信するための手段と
をさらに備える、前記[１２]に記載の装置。
[１６]　ワイヤレス通信のための装置であって、
少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信し、前記少なくとも１つ
の基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局を選択するように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサ
を備える装置。
[１７]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて
前記少なくとも１つの基地局の各々のアップリンク信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断し、前
記少なくとも１つの基地局の各々の前記アップリンクＳＮＲに基づいて前記サービング基
地局を選択するように構成された、前記[１６]に記載の装置。
[１８]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも１つの基地局の各々のダウ
ンリンク受信信号強度を判断し、前記少なくとも１つの基地局の各々の前記ダウンリンク
受信信号強度にさらに基づいて前記サービング基地局を選択するように構成された、前記
[１７]に記載の装置。
[１９]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記サービング基地局の実際の雑音指数を
示す情報を受信し、前記実際の雑音指数に基づいて前記サービング基地局のアップリンク
信号対雑音比（ＳＮＲ）を判断し、前記サービング基地局の前記アップリンクＳＮＲに基
づいてレートを選択し、前記選択されたレートでデータを前記サービング基地局に送信す
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るように構成された、前記[１６]に記載の装置。
[２０]　少なくとも１つの基地局の各々の仮想雑音指数を示す情報を受信することを少な
くとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つの基地局の各々の前記仮想雑音指数に基づいてサービング基地局
を選択することを前記少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体
を備えるコンピュータプログラム製品。
[２１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信することと、
　端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信することであって、前記端末が前記
基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記基地局を選択する、受信することと
を備える方法。
[２２]　前記基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報が、前記基地局の前記仮想雑音指
数、雑音指数デルタ、または仮想送信電力レベルを備える、前記[２１]に記載の方法。
[２３]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断すること
をさらに備える、前記[２１]に記載の方法。
[２４]　前記仮想雑音指数が、前記基地局の実際の雑音指数にさらに基づいて判断される
、前記[２３]に記載の方法。
[２５]　前記基地局の実際の雑音指数を示す情報を送信することであって、前記実際の雑
音指数が前記仮想雑音指数よりも低い、を送信することと、
　前記基地局の前記実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで前記端末によって送信
されたデータを受信することと
をさらに備える、前記[２１]に記載の方法。
[２６]　前記基地局の送信電力レベルを示す情報を送信することをさらに備え、前記基地
局が、前記送信電力レベルにさらに基づいて選択される、
前記[２１]に記載の方法。
[２７]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を送信するための手段と、
　端末からアクセス要求またはハンドオフ要求を受信するための手段であって、前記端末
が前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて前記基地局を選択する、受信するための手段
と
を備える装置。
[２８]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断するための手段
をさらに備える、前記[２７]に記載の装置。
[２９]　前記基地局の実際の雑音指数を示す情報を送信するための手段であって、前記実
際の雑音指数が前記仮想雑音指数よりも低い、を送信するための手段と、
　前記基地局の前記実際の雑音指数に基づいて選択されたレートで前記端末によって送信
されたデータを受信するための手段と
をさらに備える、前記[２７]に記載の装置。
[３０]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局におけるローディングを示すローディングパラメータを判断することと、
　前記基地局の前記ローディングパラメータと仮想雑音指数とに基づいて前記基地局のロ
ーディングインジケータを判断することと、
　前記ローディングインジケータを端末に送信することと
を備える方法。
[３１]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断すること
をさらに備える、前記[３０]に記載の方法。
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[３２]　前記ローディングパラメータを前記判断することが、前記基地局の前記ローディ
ングパラメータとして干渉オーバサーマル（ＩｏＴ）またはライズオーバサーマル（Ｒｏ
Ｔ）を判断することを備える、前記[３０]に記載の方法。
[３３]　前記ローディングインジケータを前記判断することが、
　前記ローディングパラメータをしきい値と比較することであって、前記ローディングパ
ラメータまたは前記しきい値が、前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて判断される、
比較することと、
　比較結果に基づいて前記ローディングインジケータを設定することと
を備える、前記[３０]に記載の方法。
[３４]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局におけるローディングを示すローディングパラメータを判断するための手段と、
　前記基地局の前記ローディングパラメータと仮想雑音指数とに基づいて前記基地局のロ
ーディングインジケータを判断するための手段と、
　前記ローディングインジケータを端末に送信するための手段と
を備える装置。
[３５]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断するための手段
をさらに備える、前記[３４]に記載の装置。
[３６]　前記ローディングパラメータを判断するための前記手段が、前記基地局の前記ロ
ーディングパラメータとして干渉オーバサーマル（ＩｏＴ）またはライズオーバサーマル
（ＲｏＴ）を判断するための手段を備える、前記[３４]に記載の装置。
[３７]　前記ローディングインジケータを前記判断するための前記手段が、
　前記ローディングパラメータをしきい値と比較するための手段であって、前記ローディ
ングパラメータまたは前記しきい値が、前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて判断さ
れる、比較するための手段と、
　比較結果に基づいて前記ローディングインジケータを設定するための手段と
を備える、前記[３４]に記載の装置。
[３８]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局において端末の受信信号品質を判断することと、
　前記受信信号品質と前記基地局の仮想雑音指数とに基づいて電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記電力制御コマンドを前記端末に送信することと
を備える方法。
[３９]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断すること
をさらに備える、前記[３８]に記載の方法。
[４０]　前記受信信号品質を前記判断することが、前記端末の信号対雑音比（ＳＮＲ）、
キャリアオーバサーマル（ＣｏＴ）またはキャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）を前記基地局にお
いて判断することを備える、前記[３８]に記載の方法。
[４１]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局において端末の受信信号品質を判断するための手段と、
　前記受信信号品質と前記基地局の仮想雑音指数とに基づいて電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記電力制御コマンドを前記端末に送信するための手段と
を備える装置。
[４２]　前記基地局の送信電力レベルと基準送信電力レベルとに基づいて前記仮想雑音指
数を判断するための手段
をさらに備える、前記[４１]に記載の装置。
[４３]前記受信信号品質を判断するための前記手段が、前記端末の信号対雑音比（ＳＮＲ
）、キャリアオーバサーマル（ＣｏＴ）またはキャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）を前記基地局
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[４４]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局の仮想雑音指数を示す情報を受信することと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいて端末の送信電力レベルを判断することと
を備える方法。
[４５]　前記送信電力レベルが第１のチャネル用であり、前記送信電力レベルを前記判断
することが、
　前記基地局の前記仮想雑音指数に基づいてオフセットを判断することと、
　第２のチャネルの第２の送信電力レベルと前記オフセットとに基づいて前記第１のチャ
ネルの前記送信電力レベルを設定することと
を備える、前記[４４]に記載の方法。
[４６]　前記基地局から電力制御コマンドを受信することと、
　前記電力制御コマンドに基づいて前記端末の前記送信電力レベルを調整することと
をさらに備える、前記[４４]に記載の方法。
[４７]　前記基地局の前記仮想雑音指数を示す前記情報が、前記基地局の前記仮想雑音指
数または前記基地局の前記仮想雑音指数の変化を備える、前記[４４]に記載の方法。
[４８]　前記送信電力レベルを前記判断することが、
　前記受信情報に基づいて前記基地局の前記仮想雑音指数の変化を判断することと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数の前記変化に基づいて前記端末の前記送信電力レベルを
調整することと
を備える、前記[４４]に記載の方法。
[４９]　前記送信電力レベルを前記判断することが、
　前記受信情報に基づいて前記基地局の前記仮想雑音指数の変化を判断することと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数が劣化した場合は前記端末の前記送信電力レベルを増加
させることと、
　前記基地局の前記仮想雑音指数が改善された場合は前記端末の前記送信電力レベルを減
少させることと
を備える、前記[４４]に記載の方法。
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